
技術・家庭科（技術分野）学習指導案 

令和８年６月 10日（水）５校時 パソコン室 授業学級 １年Ｃ組（36名） 

 授 業 者 堀内 直人 
１ 題材名 「ものづくりで身の回りの生活をよりよくしよう」（Ａ 材料と加工の技術） 
２ 主眼              ※【 】内は、中学校学習指導要領との関連を指している 

自分の身の回りの物を収納するマルチラックを構想する場面で、「部品同士の組み合わせ方」や「背
板の長さと枚数」についてプロトタイプを見返して改善する活動を通して、決められた材料の大きさ
の中で、製作品の構想を「製作しやすさ」「丈夫さ」等の視点を根拠に更新することができる。 

                                      【Ａ(2)イ】 
３ 題材の学習問題：どのような機能や構造にすると、「使いやすく」「丈夫」なマルチラックになる 

のだろうか。 
４ 本時の位置（全 21時間中 第８時） 
前時：「使いやすさ」や「丈夫さ」の視点からマルチラックのプロトタイプを製作した。 
次時：構想を基に「材料取り図」や「部品表」をまとめ、本製作の準備を行う。 

５ 展開   
段階 活動 予想される生徒の反応 教師の指導・助言 評価 時間 

導 
 

入 

１．解決の見
通しを基
に学習課
題を据え
る。 

 
 
ア これまで「使いやすさ」や「丈夫さ」を視
点にしてプロトタイプを 3DCAD で制作し
てきたが、特に「丈夫さ」がパソコン画面上
では分かりにくいため心配している。 

イ 棚板が側板の間に入る構造ではくぎが打
ちにくく、製作しにくいのではないか。 

ウ 背板の長さが足りず、側板に取り付けら
れない。また１枚では弱そう。自分もそうな
っているのか見返す必要がありそうだ。 

 
 
 

 
 
・前時の振り返りを共有し、ア
のような生徒の発言から、教
師が作成した改善点のある
マルチラックを提示する。 

・イ、ウのような「部品の組み
合わせ方」や「背板の長さと
枚数」に着目した生徒の発言
を基に、構想を見返すことを
確認して学習課題を据える。 

 

10 
分 

展 
 

開 

２．マルチラ
ックのプ
ロトタイ
プを見返
し、改善す
る。 

エ 自分のマルチラックの 3D データを見て
みると、背板が底板と同じ長さになってい
る。側板にくぎを打ち付けることで背板を
固定できるように、長さを伸ばしてみよう。 

オ 背板が１枚と２枚の模型を触り比べる
と、予想以上に２枚の強度が高い。材料に余
裕があるため、背板を１枚だけ増やそう。 

カ Ａさんも背板の枚数を増やすかどうか検
討しているが、背板の枚数が多すぎると製
作に時間がかかる点とで折り合いを付けた
結果、枚数は３枚で抑えていた。自分は製作
の経験があり、製作時間は気にしなくても
よいので丈夫さを重視して２枚にしよう。 

キ Ｂさんは「使いやすさ」についても更なる
改善をしていた。棚板の高さを上げること
で、収納物との空間を作ると取りやすそう。 

ク 背板を複製して２枚に増やし、棚板の高
さも 3DCADで改善し、よりよくなった。 

・3DCAD上では「丈夫さ」や
「製作しやすさ」がイメージ
しにくい生徒に対しては、強
度の異なるマルチラックの
模型を触り比べたり、実際に
分解と組み立てを行ったり
するように促す。 

・エ、オのような改善点が見付
かった生徒の考えを全体で
共有し、「改善の妥当性」や
「更なる改善の余地」につい
て友と意見交換することを
提案する。 

・キのような考えを取り上げ、
「使いやすさ」等の多様な視
点からの改善を促す。 

・改善の方向性を基に 3Dデー
タを更新する場を設ける。 

32
分 

終 

末 

３．本時の学
習を振り
返る。 

ケ 3DCADで構想する中で「丈夫さ」につい
て心配だったため、背板の長さや枚数を見
返したところ、二つとも改善点が見付かっ
た。背板の長さについては底板に側板２枚
分の長さを加えた寸法にすることで正確な
長さにすることができた。また、枚数につい
ては増やすことで製作しにくくなってしま
うが、材料に余裕があったため丈夫さを優
先して考えた。棚板の高さも含めて構想を
改善することができた。次回は製作に向け
て切り出し方や部品の枚数を確認したい。  

・本時を振り返り、「できたこ

と」「次回の見通し」をまと

める時間を設ける。  
・ケのような最適な構想に更
新した生徒を共有する。  

 
 
 
 
 
  

８ 
分 

決められた材料の大きさの
中で、製作品の構想を「製作
しやすさ」「丈夫さ」等の視点
を根拠に更新している。 
（プロトタイプ・振り返り） 

学習問題：自分の身の回りの物を収納するマルチラックを構想しよう。 

学習課題：「部品同士の組み合わせ方」や「背板の長さと枚数」に着目してプ
ロトタイプを見返し、改善点を見付けて改善しよう。 


